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セミヨン・ビシュコフ紺
チェコ・フィルハーモニー管弦楽団 2026年日本公演

Czech Philharmonic JapanTour2025 

Semyon Bychkov, ChiefConductor&:Music Director 

10月22 日（水） 19:00 東京 サントリーホール
Wed, October 22, 19:00, Tokyo, Suntory Hall 

ラヴェル：ピアノ協奏曲卜長調M.83 ［ピアノ：チョ ・ ソンジン］
M応vel: Piano C.Onceno in G major, M.83[Piano：函ng-JinCho]

算1崇庫；アレグフメンテ
露2楽軍：アダージョ•アッサイ
露3豪軍：ブレスト

1st Mov.: All喝膚呻両
2nd Mov.: Adagio assai 
3rd Mov.: Pre血

シ響ん9コーヴィチ：交響曲第8番Iヽ短調Op.65
D． 品md叫di: Symphony No.8 in C minor, Op.65 

算1楽軍；アダージョ 1 • t Mov.: Adllgjo 
算2楽軍：アレグレット 2ndMm,:All確心血
露3楽軍：アにグロ・ノン・トロッポ 3rd Mov.: All&gr0 non troppo 
露4楽軍：ラルゴ 4th M匹：La屯》
露5棄軍：アりルット 5th M匹：All略”tto

10月23H（木） 19:00 東京 サントリーホール
1hu.〇叩her 23, 19:00, Tokyo, Suntory Hall 

Fヴォルザーク：チェロ協奏曲口短調Op.104 ［チェロ：アナスクシア ・ コペキナ］
ADvo珀c Cello Conc::cm, in B minor, Op.104 [Cello：心却五a応bckina]

算1東章：アレグロ 1ヽt Mov.: Allegro 
算2棄軍：アダージョ•マ•ノン・トロッポ 2ndMov.: Ad呵io ma non troppo 
算3楽寧：アレグロ・モデラート 3rd Mav.: Allegro maderato 

c 

がイコフスキー ：交響曲第5番＊短調 Op.64
P. I. Tch祉の西Symphony No.5 in Em血巧Op.“

算1巣章：アンダンテ～アレグロ・コン・アニマ
算2棄軍：アンダンテ•カンターピレ
算3楽軍：アレグロ・ モデラート
算4楽章：アンダンテ・マエストーソ

～アレグロ・ヴイヴァーチェ

三襴：ジャパン•アーツ

閾：三井住紺潅上ブライマIJ-生●

1stM叩：Andante—Allegro con anlma 
2ndM如Andante cantabile 
3rd Mr,v.: Allegro moderato 
4th M匹：Andante maestl:叩

- Allegro vivace 
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2025年日＊公漬 10月23日（木）寛哀サントリーホール主催：ジャバン•アーツ0
10月25日（土）嶋玉所沢市民文化センターミューズ主催：（公駐）所沢市文化饂鳳事婁1110
＊ョ•ソンジン 0アナスクシア・コベキナ







曲目解説

Ei回！一I
ラヴェル：
ピアノ協奏曲卜長調M.83

モー リス・ラヴェル(1875-1937)は、古典的な
様式 感を根底に持ちながらも、斬新な響きを追
求してフランス近代音楽に新しい展開をもたらし
た作曲家だった。その革新的な姿勢は生涯変わ
ることがなく、後期にはジャズの語法も取り入れ
ている。1929年から31年にかけて書かれたこの
ピアノ協奏曲はそうした後期の彼の代表作のひと
っ。急緩急の伝統的な3楽章構咸によりつつも、
そこにジャズの語法、躍動的なリズム、複調など
のモダ ニズムを混ぜ合わせたセンス満点の作品
で、鮮やかな技巧や色彩を振りまく独奏ピアノとソ
ロイスティックな活躍を見せるオーケストラの各楽
器の組み合わせが多様な響きを生み出す軽妙
洒脱な協奏曲である。

纂1楽章（アレグラメンテ）は鞭の一打ちに姶ま
り、快活な第1主題（ビッコロとトランペット）と叙情
的な 第2主題（ビアノ狼奏）によって発展する。
ハープのカデンツァ風の一節も注目されよう。第2
楽章（アダージョ・ アッサイ）はビカが叙情的な歌
を紡ぐ魅力的な緩徐楽章。主題再現ではコーラ
ングレに旋律が移り、ピアノがそれを美しく彩る。
纂3楽章（プVスト）はめくるめくばかりの急速な
トッカーク風の音の動きで運ばれる短くも鮮やか
なフイナーV。

寺西基之（音楽評論a) Motoyuki Teran血

ショスクコーヴイチ：
交響曲第8番ハ短調Op.65

旧ソ連の作曲家ドミトリー・ショスクコ ーヴィチ
(1906-75)が第2次大戟中の1943年に作曲し
たこの交響繭第8番は当初から論議を巻き起こ
した。この年ソ連軍はスクーリングラードでドイツ
軍を攘滅し、戦局に勝利への光が見え始めてい
た。こうした状況下でソ連当局がショスクコーヴイ
チの新作交響曲1こ期待したのは前作の《交響曲
第7番「Vニングラード」》(1941年）の続編となる
ような国威発揚の作品だった。しかし完成された
第8番はそうした期待に反する暗い悲劇性を持
つ深刻な作品であった．たしかに終楽章には明
るさも垣間見られるが、それは決して当局の求め
ていたような麗利の表現でなく、どこか屈折して
いる。戦争の悲劇は勿論のこと、スクーリンの圧
政下での民衆の苦しみ、さらには粛清の恐怖を
感じていた作曲者自身の心情をも反映したよう
な重々しい緊張に 満ちた大作である。

全体は5楽章構成。第1棄章（アダージョ）は悲
劇的かつ長大な緩徐楽章。中間部は戦闘的に
なるが、その頂点で壮絶な響きとともにアダージョ
に回帰し、イングリッシュホルンのモノローグを経
て暗い淵へ沈んでゆく。第2棄章（アVグVット）
は威圧慮と諧誡性を持つ行進曲風のスケルツォ。
第3楽章（アレグロ ・ ノン・ トロッポ）もスケルツォ的
な行進曲で、緊迫した攻撃性が支配する。そのま
ま続く第4農章（ラルゴ）は絶望を感じさせる序奏
の後、暗濡としたパッサ カリアが発展する。そして
休みなく露5棄章（アレグVット）に入る。前述のよ
うに光が射して来るようでいて結局は晴れ渡るこ
とのないフィナーレで、やがて第1楽章の悲劇も再
現され、最後は消え行くように終わる。

罰且日『一l
ドヴォルザーク：
チェロ協奏曲口短調 Op.104

チェコ国民楽派の作曲家アン トニン・ドヴォル
ザーク(1841-1904)は晩年の一時期、 ニュー

ヨークのナショナル音楽院院長として新大陸で暮
らした。アメリカ時代(1892-95)の彼は院長とし
ての職務を果たしながらも望郷の念を募らせ、そ
うした思いを強く打ち出した傑作を書いている。
1894年晩秋から翌年2月にかけて作曲された
《チェロ協奏繭）もそのひとつで、民俗的楽想に基
づく情熟表現と美しい叙情表現の交錯のうちに
母国への郷愁をあらわにしたような作品だ。その
一方で名技的な独奏の扱い、独奏と管弦楽の緊
密な結び付きには円懲期の彼の確かな書法が
見て取れる。

露1楽章（アVグロ）は悲愴感に潤ちた第1主
題と ノスクルジックな第2主題を持つ劇的な起伏
に溝ちた協奏的ソナ ク形式。纂2棄章 （アダー

ジョ ・ マ ・ ノン・ トロッポ）は饒かしさと孤独慮を湛
えた緩徐楽章。中間部の主題は自作の歌曲（私
に構わないで〉の旋律 によるが、この歌曲はド
ヴォルザークの昔の恋人ヨゼフィーナ（結局その
妹が彼の妻となった）が好んでいたものである。
露3楽章（アレグロ ・ モデラート）は民俗的主題を
持つロンドで、技巧的なチェロと雄弁な管弦楽が
起伏溢れる展開を繰り広げる。なお一応の完成
後、前述のヨゼフィ ーナが死去し、ドヴォルザーク
は彼女への追悼の思いを込めて翫たに現行の
コーダを書いた。そこには先の歌曲の旋律も取り
入れられている。

P 誓 0g鵞am Notes 

チャイコフスキー：
交響曲第団きホ短調Op.64

19世紀後半のロシアを代表する作曲家ピョー

トル・イリイチ ・チャイコフスキー（1840-93)の交
響曲は初期の作からロシア的な民族表現が打ち
出されているが、中期の1877年に書かれた（交
響曲第4番》では、そうした民族的特質に重ねて
彼自身の運命的な出来事を象徴的に表現する
という自伝的要素が加わるようになる。その方向
は、10年以上の間をおいて後期の1888年に書
かれたこの《交響曲第5番）において、より円熟し
た作風のうちに示されることとなる。運命との闘
いが確かな構成のうちに表現された作品で、第1
楽冒頭でクラリネッ トに示される暗い旋律が逼
命を象徴する循環主題として全楽章に硯れ、闘
争→勝利という全体の構図を際立たせ ている。

纂1楽章（アンダンテ～アVグロ ・コン・アニマ）
は感情の起伏に富む悲劇的かつ闘争的なソナ
ク形式楽集露蹄困皇（アンダンテ•カンクービv)
はロシア的な情慮に瀾ちたホルンの主題に始ま
る美しい緩徐楽章。中間部と終結部に前述の循
環主題が戚嚇するように出現する。纂3楽章（ア
Vグロ・モデラート）は優美なワルツだが、ここでも
最後に循環主題がひそやかにしのびよってくる。
第4棄章（アンダンテ・マエストーソ～アレグロ・
ヴイヴァーチェ）では長調で循環主題が朗々とカ
強く示される序奏の後、主部では劇的な闘争が
繰り広げられるが、最後のコ ー ダは輝かしい勝
利に至り、第1楽章第1主題も明る＜高らかに再
帰する。



こ悶認RT
【アーティストサポート】へ、多くの皆様からお気持ちをお寄せいただきましたことに、心より感謝申しJ:げます。
寄せられたご支援は、アーティストの様々な活動に幅広く使わせていただいておりま宝
「人のいるところには夢がいる」2026年には創業50周年を迎えるジャパン・アーツの理念です。
どんな時代においても、音楽・芸術から生まれる感動は、人々に夢・希望•生きる力を
与えてくれま式これまでの活動レポートは、ジャパン・アーツのホームページに
掲載しておりますので、どうぞご覧ください。
今年も引き続き変わらぬご支援をどうぞよろしくお願いしま宝

アーティストサポー トの詳細は

こちらをご覧ください。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 2025勾こ度ご支援いただいた皆さま◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 
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【個人サポーター】

朝妻幸雄 M.I. 岩村和央 K.U. 上村憲裕 榎本英二 Y.E. K.O. 大原志津子 片山由美子
K.K. 神田尚子 北村員 小林真希子 R.K. 相良延利 新貝康司 鈴木忠明 M.T. R.T. 

武田健二 伊達朱実 田中治郎 東條Lilly K.T. トゥルーラブ真智子 苫米地英人 K.N. E.N. 
児子弥生 S.N. 長谷）II智子 T.H. 樋口美枝子 M.H. 平山美由紀 藤野盾臣 細沼康子

M.H. 松尾芳樹 真野美千代 三木谷晴子 安田牧子 山）I|和子山崎明日香 横谷雅子（匿名希望15名）

【法人サポーター】
三和プリンティング株式会社 株式会社青林堂

三井住友カ ード株式会社 ロイヤルリゾート株式会社
株式会社ソー シャルキャピタルマネジメント きづきアセット株式会社

株式会社ロジックアンドエモ ー ション ライフプラン株式会社

噸i，9--E塁閲副沼”`置m―
池戸員理子 一柳吉子 稲垣美晴 えこ 上原洋子 植村月枝 岡村茉利奈 木全恵美子

久間和子 坂井和 佐々木暁子 澤井みのり スオミ・ ピアノ ・ スクール研究会 鈴木早苗 高橋理都子
田邊英利子 照井はるみ K.T. 中村康江 服部喜恵子 林幸仁 原田君代 平山美由紀 福田誠

藤澤ふさ子 安田牧子 湯本早百合

舘野泉ファンクラブ 舘野泉ファンクラブ九州 舘野泉ファンクラブ北海道
（匿名希望3名）

―ll'-
石坂雅美 K.I. K.K. Y.K. 佐久間隆弥 Rimiko N.S. 竹内麻里子 中尾圭吾 T.H.

樋口美枝子 K.F. 細沼康子 M.H. M.M. 水足久美子 水足秀一 郎 ロロコミ（匿名希望11名）

＿一lm-
江田明子 T.O. K.K. 佐久間隆弥 Rimiko 竹内麻里子 M.T. 平山美由紀

細沼康子 M.M. 柳瀬美佐子 ロロコミ（匿名希望9名）

ー百罫盲圏9隅霰”"F』-
石坂雅美 北村員 城戸健二 桑原仁志 小森桂子 佐藤亨 田中治郎

H.H. 道又利 村上晃彦 横田邦子（匿名希望7名）
2025年10月7日現在（敬称略）

お知らせ
現在2025年度年間サポー トを受付中です。詳細は、ジャパン・アーツの公式WEBサイトおよび公演チラシ挟み込みの申込用紙等をご覧ください。

株式会社ジャパン ・アー ツアー ティストサポ ー ト係TEL.03-3499-7720
（平日11:00~17:00 年末年始を除く）


